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近赤外水分センサーによる再乾取り出しの自動化

近赤外水分センサー指示値と熱乾法による茶葉水分の実測値との相関は高く、再乾取り出し時

の指示値と実測値との誤差も２％程度であり、実用性は高い。再乾工程の取り出しは、近赤外水

分センサーを用いることで自動化が可能である。

農業研究センター 茶業研究所（担当者：島田 雅伸）

研究のねらい

従来型ＦＡシステムに用いられていた電気抵抗式水分センサーは、低水分域である再乾工程中の水

分測定の精度が低かった。これに代わる水分センサーとして、近赤外水分センサーを導入し、原葉熟

度や蒸し度を変えて水分測定精度検定を行い、再乾工程取り出しの自動化を図る。

研 究 の 成 果

１．再乾機に取り付けた近赤外水分センサーに取り出し設定数値を入力する。茶葉水分が取り出し設

定数値に達し、続けて２回の測定値が設定数値の±0.5の範囲を示すか、下回ると圧縮空気系統の電

磁弁が開き、連動している再乾機の取り出し口が開き自動的に茶葉を取り出すことができる。

２．再乾工程中の近赤外水分センサー指示値と熱乾法による茶葉水分の実測値との相関は高い（図

１）。

３．原葉熟度、蒸し度の違いに関わらず再乾工程取り出し時の近赤外水分センサー指示値と熱乾法に

よる茶葉水分の実測値との誤差は2％程度であり、近赤外水分センサーの実用性は高い（表１、表

２）。

４．再乾工程の取り出しは、近赤外水分センサーを用いることにより設定水分での取り出しの自動化

が可能である。

普及上の留意点

１．蒸し製玉緑茶製造ラインの再乾機で使用する。



［具体的データ］

図１ 再乾工程中の近赤外水分センサー指示値と実測値との相関

表１ 蒸し度の違いによる自動取り出し精度

表２ 原葉熟度の違いによる自動取り出し精度

蒸熱時間 水分センサー設定値 水分センサー指示値 熱乾法実測値

（Ｄ.Ｂ.） （Ｄ.Ｂ.）

６０秒 20% 20.4%(±0.1) 19.2%(±0.1)

９０秒 20% 19.9%(±0.1) 20.8%(±0.7)

１２０秒 20% 19.6%(±0.2) 21.9%(±0.7)

出開度 水分センサー設定値 水分センサー指示値 熱乾法実測値

（Ｄ.Ｂ.） （Ｄ.Ｂ.）

70% 20% 19.7%(±0.1) 20.6%(±0.1)

92% 20% 19.3%(±0.1) 17.0%(±0.3)

R2 =  0 .8829

y =  0 .8967x +  0 .0222

0%

10%

20%

30%

40%

0% 10% 20% 30% 40%

近 赤 値 (D .B .)

実 測 値 (D .B .)


